第１５回市民自治推進委員会　都市調和部会会議録
[bookmark: _GoBack]（敬称略）
◆開催日時：平成２９年１１月３０日（木）　１８：３０～
◆開催場所：登別市役所２階　第１委員会室
◆出席部会員：部会長　　長部　正之
　　　　　　副部会長　谷﨑　博美
部会員　　西尾　拓也
　　　　　　　　　　　荒川　昌伸
　　　　　　　　　　　山下　克彦
対馬　秀樹（協働推進庁内委員会）【都市整備部次長】
　　　　　　　　　　　南　　三明（協働推進庁内委員会）
【都市整備部都市政策Ｇ総括主幹】
◆欠席部会員：部会員　　中川　信市　　　　　　　　　　　
◆事務局：　　　　　笠井　康之【市民生活部市民協働グループ総括主幹】
　　　　　　　　　　　野畑　衣里子【市民生活部市民協働グループ主任】
◆その他：　　　　　安部　直也【教育部社会教育Ｇ総括主幹】
　　　　　　　　　　　蓬田　匡俊【教育部社会教育Ｇ生涯学習担当主査】
◆議題：ウオーキングマップについて

≪部会長≫
　都市調和部会を始めたいと思います。
　その前に部会長・副部会長会議がありましたので、事務局からお願いします。

≪事務局≫
　先月２４日に開催されました、第５回部会長・副部会長会議の概要を説明した後、部会長に引き継ぎたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
部会長・副部会長会議で情報提供した資料をお手元に配付しております。
Ａ３横の資料をご覧ください。
この資料は、前回の部会長・副部会長会議で配付したものをベースとし、「現在の取組内容」欄を最新の状況に更新しているのと、各部会の中で協議し、平成３０年度の取組に必要な予算として要求している内容を「取組に係る必要予算」欄に記載しております。
会議では、各部会の『健康』に関する取り組みの進捗状況の確認及び情報共有を図りました。
併せて、一部の自治推進委員をはじめ、その他色々な方面から、「健康に関する取り組みは、今後どうしていくのか」ですとか、「続けるのか、やめるのか、又は違う新しいテーマを設けるのか」などといったご意見を聞くようになり、まずは部会長・副部会長会議で一度、『健康』というテーマの方向性の確認を行い、各部会等で協議していただくということで、一番右の「今後の方針・予定」欄を空欄としております。
　『健康』に関する取り組みは、例えば料理教室や健康座談会など、既に取り組みを実施している部会もあれば、ウオーキングマップ更新後に取り組みを検討している部会もあるなど、進捗状況は各部会でまちまちであることから、現段階では『健康』に関するテーマについて、統一したゴールは定めず、各部会、必要な取り組みは継続しつつ、登別市まちづくり基本条例で定める、市民自治の推進や市民と市の協働のあり方や市の進める事務・事業等について協議していくこととしました。
また、市の企画調整グループから、第３期基本計画・第１次実施計画における進捗状況について、８月頃文書にて報告と意見照会があったことを受けて、まずは部会長・副部会長会議で内容等について直接説明してもらい、必要に応じて各部会においても説明をして欲しい、といった要望もありました。
次に、ホッチキス止めされている、「広報８月号」と書いてある資料ですが、これまでの部会長・副部会長会議でも、市民自治推進委員会の取り組みを市民に知ってもらうため、年に１度くらいは広報紙で周知した方が良いのでは、という意見があったことから、広報８月号に掲載したものを参考にお配りしました。
続きまして、両面刷りの新聞記事をご覧ください。
１０月１３日付けの記事では、市民自治推進委員会の活動に関する説明、裏面の記事では、まちづくり部会が取り組む「健康座談会」について紹介されましたので、のち程ご覧いただければと思います。
最後に、Ａ３縦の記事、受動喫煙の防止関連についてであります。
道の受動喫煙防止条例の動きに合わせ、登別でも受動喫煙防止を進めていく必要があり、市民自治推進委員会においても逐次、情報提供していくこととしておりました。
この記事は、北海道がん対策「六位一体」協議会が、北海道がんサミットでまとめた要望を北海道や札幌市等に手渡し、施策を実現するよう要望する、という内容のもので、１１項目に渡る要望内容となっております。
こちらについても、のち程、ご覧いただければと思います。
事務局からの説明は以上になりますが、部会長も出席されていましたので、補足があればお願いします。


≪部会長≫
　ずっと健康ばかりやっていて、健康縛りになってしまったら他のことができないのではないですかという話が出たので、適宜、今やっていることができ次第というかそれを並行することも含めて、本来やらなくてはならないことを並行して話し合いを進めてくださいというところです。
　マップが一段落したら、本部会に当たっている部分で改善点等のそういうことに話が移っていくのではないかなと思っております。
　次はウオーキングマップということで本日は進めていこうかなと思っております。

≪社会教育Ｇ職員≫
　今お配りしている資料でカラーのものが３枚、あとは、距離や時間等が書いている表となっております。
　一応、構成ですが、表紙がありまして前回お話ししたとおりの形を案としています。
　まずは、登別地区が見開きで１枚目に出てきて、開くと鷲別から幌別までとなっております。
　前回の会議の中で出た意見がまだ搭載されていない部分もあるのですが、そこはこの後調整することとしまして、まずは、コンビニの表記については、発注先に確認し、コンビニのロゴを使うこと自体が必ず一般的かというとそうではないとの話だったので、そこはコンビニという形の表記について提案いただいたところです。それと合わせてガソリンスタンドです。
色々と細かく載せる話しもあったのですが、このサイズになると情報量が多くなりすぎるとごちゃごちゃとしてしまい、見にくい物になってしまうのかなと思い、最小限のもので表記しようということで、基本的に公共施設、コンビニ、ガソリンスタンド、銀行、郵便局というのが基本の状況になっています。
　また、アイヌ語地名の話もありました。
　こちらの方は、社会教育グループの学芸員にも相談したのですが、学校の教本で使用しているものがありますので、その中では基本的には川など限られたものに使用されており、エリア的なものには表記しづらいのかなという話になりましたので、地図上には川の方にアイヌ語表記と説明を入れていくような形にしようかということで、今は仮に表記している状況でありますが、このような形で入れていくのが良いかなと思っています。
　登別地区、合わせてアイヌ語地名の表記の関係で、知里真志保の碑という部分も入れるのが良いのかなと思いますので追加しております。
　また、写真についてもいただいたものでレイアウトをしてみました。
　それと、まだ記載していないのですが、登別地区の上の余白部分に知里真志保氏と幸恵氏の説明的なものを載せることができればなと、これから学芸員と相談しながら内容を入れていきたいなと考えております。
　あとは、指摘のありましたコースについて、交差点を経由していないですとか亀田公園にこのルートはないということ等については、ルートの修正を含めまして訂正していくことがあります。
　また、栄町にありました海岸コース、今はまだコースが分断されている状態ではありますが、ここは繋げた形にいたしますので、追加しておきます。
その関係で、ランドマーク的な物の無い地域がやはり多い状況で、どこかのランドマークを見ていくと、どこかが無いことになってしまうので、なるべく最少に留めました。ここまでの状況いかがでしょうか。

≪部会員≫
記載のあるもの以外に、今後入る文字や絵はあるのですか。
これが最終に近い形なのですか。

≪社会教育Ｇ職員≫
　あとは公園の部分です。
トイレのある公園がまだ複数ありますので、表記したうえで関係部署に確認するという作業を進めていきたいと思います。
　また、高台避難場所の表記が大きめなので、もう少し小さくするような形にしようと考えております。

≪部会員≫
登別のアオノ産資なのですが、高台表示がアオノ産資付近とありますよね。
アオノ産資今年で辞めましたよね。今は会社の物がありますが、おそらく将来的には無くなるのかなと思います。

≪社会教育Ｇ職員≫
　ここについては、高台避難の部分なので、防災の方のマップからの転用になるものですから、そちらの表記が改めない限りはこちらを直すことができません。

≪事務局≫
登別地区の左下に踏切がありますが、ここに踏切ありましたか。

≪副部会長≫
無いですね。

≪副部会長≫
登別東町の交差点のガソリンスタンドはもうありません。

≪部会員≫
登別漁港コースで、フンべ山の地形がわからないので、わかりにくいとは思いますが、トンネル表示があった方が良いのではないでしょうか。
≪社会教育Ｇ職員≫
　あと、今お話しいただいたフンベ山の所の良い写真があれば載せた方が良いのかなと思いましたのでお願いします。
　山の風景、形がわかるような写真があれば良いのでお願いします。

≪部会員≫
　漁港が入った写真はあります。

≪部会長≫
　どういう経緯になったか覚えていないのですが、前回のマップで付いていた体操等の写真等を二次元バーコード等でウェブ上に載せて、それを見れるような話しにしたと思うのですがどうなりましたか。

≪部会員≫
今でも、ＰＤＦでホームページに載っているので、そこにアクセスする形にすれば可能です。

≪部会長≫
　あともう１点。荒川委員が以前持ってきてくれたアイヌ語の地図あるじゃないですか。あれは公開して良いというか著作権の問題はどうなっているのでしょうか。

≪部会員≫
　写すのは大丈夫です。あの地図をそのまま出すのは著作権の関係が出てくるかもしれないです。


≪部会長≫
　あれをＰＤＦの映像にして、そのままサーバーにあげておくというのはまずいのですか。

≪部会員≫
　了解をもらわなければならないです。
　あの地図あったら良いですね。

≪部会長≫
　あの地図があれば、興味のある人だったら付け合わせて見るかもという感じがします。

≪部会員≫
　登別室蘭のアイヌ語地名というのは、知里真志保さんと山田秀三さんの書いた書籍のマップですね。あれは山田さんのおそらく身内の方がやっているかと思いますが、その辺に関しては、今登別市の市史編さん室にいる方に確認したら良いと思います。

≪部会長≫
　あのような地図は目にする機会があまりないので。

≪部会員≫
　そうですね。
　あの地図はあれだけですごく興味がわきます。
　地図があるだけで、見たくなって目が留まると思います。

≪部会長≫
　歩くだけでなくて、そういうのが一つあると、学校での地元教育にも使えるのではないかと思います。

≪部会員≫
　スペースの関係が限られていますが、地図が入ったらありがたいです。

≪社会教育Ｇ職員≫
　著作権が絡むとなかなかシビアになってくると思います。

≪部会員≫
　ダメもとで確認してもらえたら嬉しいです。
　マップのＰＲ効果も高くなると思います。

≪事務局≫
　海の部分が空いていますが何か入れる予定はありますか。

≪社会教育Ｇ職員≫
　写真がほかにあれば、提供いただければ入れられるものはもう少し入れても良いのかなと思います。

≪部会長≫
　本当は漁師さん等に海から見た登別を撮っていただけたら良いですね。
　我々が普段見られない景色を載せられたら良いと思います。

≪部会員≫
　それについても、アイヌ協会の方達が７年前くらいにインテラードという本を作っています。その中に、写真で見る故郷登別室蘭アイヌ語地名ということでやっています。中にある写真は使って良いとなっているので、確認できれば海からの鷲別や登別全てあります。
　その本にはＣＤＲＯＭも付いているので、それも市史編さん室で相談してもらえれば良いと思います。

≪部会長≫
　背景の部分に高低を表すグラデーションがあったら良いと思いますが、今からそれを入れるのは難しいですよね。

≪社会教育Ｇ職員≫
　消費カロリーの計算は特に高低差を加味した計算にはなっていないです。

≪部会長≫
そういうふうに出来れば良いなと思っただけなので。

≪部会員≫
　話がずれますが、踏切には全て名称があるので、地図上にあったら良いなと思います。
≪部会長≫
　地図上にクイズを作って、そこに二次元バーコードを作っておくと、小学生も利用するかもしれないですね。
　お年寄りが歩くということではなく、小学生の教材に使えるかもしれないです。

≪社会教育Ｇ職員≫
　部数も４，０００部程度刷れそうなので、今後の更新は大変かもしれませんが、どんな感じで出ていくのかなと。

≪事務局≫
都市政策グループで行っている景観の関係で募集している写真を使用することはできるのですか。

≪庁内委員≫
写真の応募はＡ４サイズでしていますが、他のことに使用させてもらうかもしれないということで提供いただいているので、お願いすればデータをもらうことは可能だと思います。

≪社会教育Ｇ職員≫
　あと、マップのタイトルですが、今あるものは「きらり健康ふれあいウオーキングマップ」ですが、今回のマップタイトルはどうしますか。

≪部会長≫
　「きらり健康ふれあいウオーキングマップ２０１８」はどうですか。
　なぜ、前回のとき「ふれあい」という言葉を入れたのですか。
　
≪社会教育Ｇ職員≫
こういう事業名だったのかもしれません。

≪社会教育Ｇ職員≫
　一応、発行時期を入れなくてはと思っていました。
　その表記をしておかないと、マップ上のもので変わるものがあった時、いつのマップなのというのが出てくると思うので。


≪庁内委員≫
　変わるのが明らかなものもありますね。
　例えば、婦人センター傍のＪＣＨＯがあります。
　病院は載せていないようですが、道路の形態が変わります。

≪社会教育Ｇ職員≫
　あと、悩んで載せていないのが、登別公民館です。

≪部会員≫
交番の表記も無いですね。

≪事務局≫
鷲別の消防署があるのに登別の消防署が無いのは統一した方が良いですね。

≪社会教育Ｇ職員≫
　それを言うと市役所の所も、市役所のみで消防署の記載はしていないです。

≪事務局≫
　若草の人道橋の表記はしなくて良いのですか。

≪社会教育Ｇ職員≫
　線がたくさんあるので見づらいかなと思い載せていないです。
　一応、前回の時は記載のなかった形は入っています。
　線も当初印刷会社からきたのは細かったので太くしています。

≪副部会長≫
　太くした方が見やすいですね。

≪社会教育Ｇ職員≫
最初はランドマーク的なものを全て入れてもらい、消す方が良いという話をしました。
コンビニの表記ももう少し大きかったのですが、全体のバランスを考えて小さくしました。

≪部会員≫
　マリンパークはエリアが囲まれていますが、伊達時代村は黒い点のみなので同じようにした方が良いと思います。
　あと、来馬川のアイヌ語が解説で「死んだ・川口」と書いてありますが「淀んだ」とは違うのですか。

≪社会教育Ｇ職員≫
一応、確認した上で記載していますが、念のため再度確認いたします。

≪事務局≫
岡志別の意味は入らないのですか。

≪社会教育Ｇ職員≫
たまたま見た教科書になかったので、何かは入れます。

≪部会員≫
白鳥テラスは入れなくて良いのですか。
　公園ではないけど公園のようなものですよね。

≪社会教育Ｇ職員≫
　幌別川の風景写真は使用しました。
　位置関係はわかるのですが、ポイントの地名的なものが落としていくと上手くバランスをとれなくなりそうなものがありまして、いかがなものかなと思います。
　入れられるものは入れたいと思うのは本音としてありますが、入れにくいので入れていないです。

≪部会員≫
でも、白鳥富士町コースなのでね。

≪庁内委員≫
　ときめき橋から太平洋が見えるから望洋コース。
　ときめき橋の上で太平洋を眺めるから望洋コースなのか、しっくりこないです。

≪社会教育Ｇ職員≫
　載せている写真についても、この辺りですという線を入れようと思ったのですが、入れるとえらい跨がなければならないという所がありまして、複雑になってしまうので、下に注釈を入れるような形にしました。
　逆に注釈はこのような形で大丈夫でしょうか。

≪部会員≫
　良いと思います。

≪部会員≫
　しばらく部会に参加できなかったので、この地図をきちんと初めて見ましたが、地図に距離と時間を表記できればと思います。
　地図と表を見比べるのがすごく見づらいです。

≪部会員≫
　それは気づかなかったですね。
　距離と時間だけで良いですかね。

≪部会員≫
　歩くとなったら時間を知りたいと思います。
　それか、表のコースの前には番号が付いているので、地図上にも番号があればわかりやすいと思います。

≪部会長≫
　何㎞何分くらいだったらコース名の下に入れられそうですね。

≪部会員≫
　その方が親切ですね。

≪社会教育Ｇ職員≫
表自体はまだ精査していなかったのですが、マップ上のコースの色と表に記載されているコースの色は同じ色にしていかなくてはと思っていました。
下に表記できたらするようにします。

≪事務局≫
　室蘭の高台避難所が載っていますね。

≪社会教育Ｇ職員≫
　防災マップから引用しているので、載っています。
≪部会長≫
　タイトルを決めなくてはならないですよね。

≪社会教育Ｇ職員≫
地図の名前に年等入ったりするのですか。

≪部会員≫
　何年版という形で入ったりしますね。

≪社会教育Ｇ職員≫
裏の下の方に「平成３０年３月発行」という表記はしたいと考えています。
自治推進委員会都市調和部会という名前も入れるのは良いのかなと思っています。どういう形の表記が良いですか。

≪事務局≫
自治推進委員会都市調和部会ということで良いと思います。

≪部会長≫
　マップのタイトルは、健康も入っているしマップも入っているから「健康ウオーキングマップ」で良いのではないですか。
　裏に制作年度入るので、マップで終わらせてスッキリして良いのではないですか。

≪社会教育Ｇ職員≫
　登別市を入れて「登別市健康ウオーキングマップ」で良いですか。

≪部会員≫
　無難で良いです。

≪社会教育Ｇ職員≫
　あとは、工学院の生徒さんに表紙デザインをお願いするのですが、今までは特に絵もルールが無かったのですが、今回はせめて登夢くんを使ってもらい、ウオーキングマップということがわかるような絵でお願いしています。

≪部会長≫
あとは、どんなものに近づいていくのかと上がってこないとわからないですね。
　次回は、マップが上がってこないと部会を開催できないので、年明けに開催することを予定しておいてください。


【次回会議について】
　社会教育グループの進捗状況により、１月に開催予定。
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